
枚方市の通級指導教室

令和5年度 枚方市支援教育リーディングチーム
学校教育部 教育支援室 児童生徒支援課
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沿革
昭和49年度 さだ西小学校に難聴学級を設置（センター校方式）

昭和51年度 さだ西小学校に言語障害学級を設置 「きこえの教室」・「ことばの教室」と呼び始める

昭和52年度 両教室で協力して、他校からの通級児童受け入れを試行

昭和54年度 「ことばの教室」を枚方第二小学校に移設。同年から「きこえの教室」と「ことばの教室」による

通級制度が、市教育委員会を通じて全小学校に周知される。

昭和55年度 「きこえの教室」と「ことばの教室」は、通級方式中心の学級として運用されるようになる

昭和56年度 「きこえの教室」を枚方小学校に移設

昭和61年度 長尾小学校にも「ことばの教室」を設置

昭和62年度 教育文化センター開設。聴能訓練室と言語訓練室を設置し、「きこえの教室」と「ことばの教室」の拠点として

運用を開始する。

平成元年度 「きこえの教室」を高陵小学校に移設

平成２年度 難聴学級と言語障害学級による通級及び巡回指導の制度を確立するよう大阪府を通じて国へ要望する。

平成４年度 高陵小学校が文部省「通級学級に関する調査研究協力校」に指定される。

平成５年度 「通級による指導」が法制化される

平成８年度 第一中学校に難聴通級指導教室を新設

平成12年度 小学校「きこえの教室」を磯島小学校に移設

平成18年度 発達障害等の指導も通級による指導の対象に含む

以降、市内に通級指導教室を増やし現在に至る
枚方市では、国による通級指導法制度化より
ずっと昔から、原学級保障を実現する通級方式に
力を入れてきた歴史があります。 2
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昭和59年度 難聴学級の時間割

午前中には自校の支援学級在籍
児童への指導（入り込み含む）

午後からは他校児童への通級指導を実施



令和５年度通級指導教室設置校について

・小学校は44校中20校に設置

（右図参照）

・中学校は全19校に設置
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通級指導教室の自立活動で指導したいこと

● 指導したいことは個に応じて様々ですが、大きく分けると
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障害による困難を
改善するための指導

通常の学級での授業の参加
を助ける指導

言語力，コミュニケーション力な
ど基礎的な力を伸ばすための指導

今、子どもが持つ力で日々の
学習に参加するための指導。

こちらは、通常の学級
担任や支援員との連携
が重要になる部分。身
につけたスキルを活用
するための指導。

こちらは、通級など「特別な場」で
の指導が効果を発揮しやすい部分。
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通級指導教室 支援学級

通常の学級に在籍 支援学級在籍

通常の学級での学習におおむね参加できるが、
一部「特別な指導」を必要とする児童・生徒が対象

障害のある児童・生徒一人一人の教育的ニーズに
応じた「特別の教育課程」を編成

学習面や生活面での困りごとを改善し、自立を助け
るために必要な力をつけるため「自立活動」を主に
行う

当該学年や下学年の教科の目標や内容、知的障害
特別支援学校の教科の内容を目標として設定
「自立活動」を必ず行う

週に１時間から８時間 授業時数は個々の障害の状態に応じて設定

年度途中から指導を受けることや、課題が改善した
段階で通級による指導を終了することが可能

年度途中から在籍することは原則できない

対象児童・生徒１３人に対して、教員１人を配置 児童・生徒８名までは１名の支援学級担



令和５年度 通級担当者研修（予定を含む）

・第1回 ４月７日（金）

講義・実践交流、ブロック別連絡会

・他校通級指導教室ブロック別見学会（市内４ブロック毎開催）

・第２回 ５月18日（木）

教育課程の編成に関する指導、小中学校校種別連絡会

・第３回 ６月15日（木）

大阪府通級指導教室担当者研修の伝達講習、ブロック別連絡会

・第４回 ６月29日（木）

講義・演習：子どもの自立をめざした通級指導教室の指導

講師：四天王寺大学教育学部 長澤 洋信 氏

・北河内ブロック通級指導教室実務者会議（年２～３回）

小学校 ７月19日（水）、中学校 ７月20日（木）

教材・指導内容・アセスメント等の交流

・ことばと発達の学習会 ８月２日

課題別事例検討及び交流・講義

・第５回 ９月７日（木）

各種夏季研修内容の情報共有、ブロック別連絡会

・第６回 10月12日（木）

実践発表・校種別連絡会

・第７回 11月９日（木）

臨床心理士による子どもへのアセスメントに関する講義

・第８回 12月７日（木）

・第９回 １月18日（木）

・第10回 ２月15日（木）

・第11回 ３月21日（木）
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通級による指導（自立活動）の内容

（1）障害特性に応じた学び方の指導

（2）社会ルールの確認など社会適応に関する指導

（3）円滑なコミュニケーションを取るための指導

（4）自己の感情をコントロールする指導

（5）発音・発話の指導など構音の改善に関わる指導

（6）AT（アシスティブテクノロジー）機器を活用した指導
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（1）障害特性に応じた学び方の指導

・読み書きに困難を抱える児童がiPadで漢字を調べて使うための指導

・みんなと同じ算数の学び方はできないが，九九を使わなくても掛け算や

割り算を学ぶ児童

★説明すれば済むことは，解説動画を作成して家庭で視聴できるように

配布します

LDを中心に動画3本あり
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・みんなと同じ算数の学び方はできないが，九九を使わなくても掛け算や割り算を学ぶ児童

言葉の復唱や丸暗記する学習を苦手とする児

童生徒がいます。

たとえば，九九を暗唱できないために，その

後の学習に進めなくなってしまうこともありま

すが，そういった児童生徒も方法を工夫すれば

日々の学習に，自分なりの方法で参加すること

ができます。

この児童は，みんなとは違う方法を使います

が，かけ算の筆算やあまりのあるわり算の答え

を求め，算数の学習に参加できるよう練習をし

ています。

（1）障害特性に応じた学び方の指導

動画①

動画②
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・読み書きに困難を抱える児童がiPadで漢字を調べて使うための指導

読み書きに困難を抱える児童は，日々の学習

の中で「自分でプリントの説明を読めない」こ

とに困っています。

いつでも教員や支援員に読んでもらえるわけ

ではないため，iPadを活用して，自力で読めな

い漢字や分からない言葉を調べる方法を指導し

ます。

こうして本人が身につけたスキルは，学校を

卒業し，社会に出た時にも役立ち，児童生徒が

「自分でできる」という気持ちを育てます。

（1）障害特性に応じた学び方の指導

動画③
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（2）社会ルールの確認など社会適応に関する指導

・対人関係のスキルを獲得し、安心して社会生活を過ごすための指導

他者との関わり方に不安を抱える子どもたち

や、人間関係のトラブルの多い子どもたちは、

実際にトラブルになった後に話し合いを行って

も、状況を客観視できていなかったり、どうす

ればよかったのかわからなかったりすることが

あります。

教職員のロールプレイや映像による良い例や

悪い例の学習を通して、対人関係を円滑に過ご

すことができるようなスキルを知って、練習し

て、実生活に生かしていけるよう、取り組んで

います。

動画④

動画⑤
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（2）社会ルールの確認など社会適応に関する指導

・対人関係のスキルを獲得し、安心して社会生活を過ごすための指導

他者との関わり方に不安を抱える子どもたち

の中には、メタ認知能力が低く、自分を客観視

できていない場合が考えられます。動画のよう

に人形同士の会話の中から、課題を見つけ、ソ

ーシャルスキルとして獲得していく方法も有効

です。

その上で支援教育支援員が似たような状況に

居合わせた場合には、本人へ声かけを行い、支

援していくことで、対人関係のトラブルの減少

や、いじめの防止につながります。

動画⑥
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（3）円滑なコミュニケーションを取るための指導

・日本語と手話を併用してコミュニケーションしたり絵本を読む

・相手にわかるように話を伝えるための言語指導

難聴と言語指導動画2本あり
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・日本語と手話を併用してコミュニケーションしたり絵本を読む

ろう・難聴など，日本語や手話の指導を必要

とする子ども達がいます。

日本語や手話言語を学習することで，通常の

学級で周囲の仲間や教員とコミュニケーション

ができるようになり，学校生活をより豊かなも

のとします。

こちらのお子さんは，日本語の音声だけを聞

いて学ぶことには困難がありますが，手話を手

掛かりに日本語を学び，相手に伝える手段を増

やしています。

（3）円滑なコミュニケーションを取るための指導

動画⑦
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・相手にわかるように話を伝える・高度な学習言語を使用するための言語指導

日常的なやり取りには問題がないように見えて，授業
の中で使用される難しめの言葉の使用に困難がある児童
生徒がいます。

時系列に沿って話す，因果関係，登場人物の心情を推
論するなど，教科学習の内容をしっかり理解するために
必要となる言語運用能力を身につけるための指導を行い
ます。

これらの取り組みを行うことで，授業で話される高度
な内容を理解したり，グループでの話し合い活動に参加
したりする力を育てます。

※ご家族の体調不良により、オンラインで指導をしてい
ます

（3）円滑なコミュニケーションを取るための指導

動画⑧
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（4）自己の感情をコントロールする指導

・ゲーム遊びやスポーツでの勝った経験や負けた経験を通して、自己の

感情をコントロールする練習を行ったり、イライラした気持ちを落ち着

かせるルーティンを身に付けたりすることで、通常の学級での対人関係

のトラブルの減少をめざしています。（動画なし）
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（5）発音・発話の指導など構音の改善に関わる指導

・手の動作によって拗音の発音ルールを練習する様子①〜②

言語指導動画2本あり
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・手の動作によって拗音の発音ルールを練習する様子①〜②

発音や発話の困難は，日々のコミュニケーシ

ョンや文字の学習にも悪影響を及ぼします。

そういった影響や，周囲からのからかいなど

の問題が起こる前に，構音の指導によって改善

を目指します。

このお子さんは，「きゃ・きゅ・きょ」とい

った拗音を文字通り「きや・きゆ・きよ」と読

んでしまうため，手の動作などをヒントに「ひ

ねる音」のイメージを身につけていきます。

上は開始直後、下はおよそ１カ月後の様子。

（5）発音・発話の指導など構音の改善に関わる指導

動画⑨

動画⑩
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（6）AT（アシスティブテクノロジー）機器を活用した指導

・読みに困難を抱える児童が音声ペン教科書で音読の宿題に取り組む

➡この後、音声ペン教科書からデイジー教科書に切り替え、読むトレーニング

の効果も上がったため、現在は通常の教科書を使用しています

・難聴を抱える児童が，音声認識字幕を使用して自身に必要な情報保障を

体験する

➡この後、保護者から在籍校に対して合理的配慮としての字幕による情報保障

の相談があり、市教委からの機器貸与によって音声認識字幕が導入されています

難聴児 動画1本あり
音声ペン教科書の指導
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・読みに困難を抱える児童が音声ペン教科書で音読の宿題に取り組む

読むことに困難を抱える児童には，もちろん

文字を読むトレーニングを行います。

しかし，文字を読めるようになるには時間が

かかり，その間にも日々の授業は進んで行きま

す。

音声教科書のようなATの活用は，子ども達が

日々の学習を理解することを助け，自分なりの

方法で学習できることや，もっと自分でできる

ことを増やしたいという想いを育てることにつ

ながります。

（6）AT（アシスティブテクノロジー）機器を活用した指導

動画⑪
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難聴を抱える児童が，音声認識字幕を使用して自身に必要な情報保障を体験する

学習活動への参加に困難がある時，必要な合

理的配慮を要請することとなりますが，本人が

必要な配慮について知らなければ，要請するこ

とはできません。

このお子さんは，英語の学習に不安を抱えて

いましたが，音声認識字幕生成ツールを体験し

たことで，「自分は字幕さえあればより良く授

業に参加できる」と自信をつけ，在籍校に配慮

要請を行いました。

市教委からの機器貸与もあり，中学校入学時

も，同様のツールを導入していただきました。

（6）AT（アシスティブテクノロジー）機器を活用した指導

動画⑫
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LITALICO教育ソフトの活用
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４つの分野からアセスメント
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なまえ



分野ごとに質問に回答
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回答結果はソフトが分析
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個別の教育支援計画
として出力

保護者参画のもと、一人一人の教育的ニーズを

正確に把握し、長期的な視点で就学前から学校

卒業後までを通じて一貫して的確な教育的支

援を行うための計画。

27



本人の課題に応じた
教材の出力
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授業・教員研修で
活用できる動画
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